　　　　　　　　　　　　　　　
研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑2F介護BG　　　　　　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　木村明美

	期　　間　平成26年11月26日　(水)　～27日(木)　　　　　　　　　　　　　　　　　

	出張目的　　第２回青森県認知症対応型サービス事業管理者研修

	出 張 先　　県民福祉プラザ4Ｆ大中研修室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


<全体の考察>

　今回、青森県認知症対応型サービス事業管理者研修に参加させていただき、認知対応型サービスの在り方、また管理者としての基本的知識を学ぶことができました。まず、管理者としては、勤務表を作る上で、公休・年次有給休暇の取り方を改めて考えさせられました。有給休暇の意義では、法人の役に立つためのものが年次有給休暇であり、自己啓発に向け取り組む時間でもあるとの話がありました。私は、心身の休息をはかる・大事な用事を足すためのものと思っていたので、誤解をしていた部分があり、今後は気を付けていきたいと思います。管理職の在り方では、会議の進め方などの話をうけています。会議の必要性を学び、また管理職としての会議の進め方やまとまらない時の解決策など場面ごとに設定され勉強になりました。防災に対する心構えでは、スプリクラー設備基準、消火器点検基準の講義をうけ、施設内のスプリンクラ―設置場所や消火器の使用方法を再認識することができました。火災発生を未然に防止し、かつ万一火災が発生した場合でも被害を最小限にとどめるため、万全の対策をたて阻止するひつようがあり、今後の課題となっています。地域密着型サービスでは、地域の方々に、私達の施設活動を伝え交流を取り持つ事で、利用者様の生活への励みとなり、生きがいの一つとなると説明がありました。地域に開かれたサービスは、これからの施設サービスの課題にも上がっており、今後の取り組みの参考にしたいと思います。

＜第一日目＞平成26年11月26日(水)

◎講義1「地域密着型サービスの基準について」　　　　　　　　　講師　青森県高齢福祉保健課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護事業者グループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括主幹　高坂　修一氏

1.地域密着サービスとは

　・認知症高齢者や一人暮らし高齢者の増加などを踏まえ高齢者が要介護状態になっても、できる限り住み慣れた地域で生活を続けられるようにできる観点から、原則とし日常生活圏域内でサービスの利用及び完結するサービスを市町村が事業者の指定及び指導・監督を行うものである。

2,地域密着型サービスの仕組み

　　(1)所在市町村の住民のみが保険給付対象

　・地域密着型サービスについては、市町村(保険者)が事業者指定を行い原則として、当該市町村の住民(被保険者)のみが保険給付の対象となる。

　・

　　(2)地域単位での適切なサービス基盤整備が可能

　・入所、住居系サービスについては、日常生活圏域ごとの利用定員総数を介護保険事業計画に定め、これを超える場合は、指定をしないことができる。また、市長村が指定及び指導、監督をおこなうことにより、市町村が主体となり適切な運営を確保することとなる。

　　(3)地域の実情に応じた報酬、基準の設定が可能

　・厚生労働大臣が報酬および基準を定めるが、市町村(保険者)が一定の範囲内で変更することが可能。

(4)公正かつ透明な仕組みとサービスの質の確保

　・事業所の指定等又は指定基準等の変更を行う場合、地域密着型サービス運営委員会の意見等を聞き公正かつ透明な制度運営を確保できるようにしている。

(考察)

　　　地域密着サービスの種類、基準、運営、人員基準の講義を受けました。地域密着サービスは在宅生活の継続が支援の一つにあり、地域包括支援センターとの連携や家族交流の機会確保など様々な取り組みがあり、興味を引きました。

◎講義2「介護従事者に対する労働管理について」　　　　　　　　講師　サカキ経営労務センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　榊　清蔵　氏

1,休日とはなにか。

・休日とは、本来1ヵ月をすべて働くべきところを、労働基準法の定めにより労働義務がないとされ日(公休日)のことをいいます。また、労働義務のある日を労働日といいます。これに対し、休暇は一定の要件のもとに「労働義務を免除した日」のことをいいます。

2,年次有給休暇の意義

・労働者が「休息や娯楽、労力の啓発のための機会を確保する」こと。労働によって生じる身体的、精

神的な疲労回復と人たるに値する社会的・文化的生活を営むための金銭面・時間的保障をする事を目

的とする。

3,就業時間の基本

・労働時間とは→使用者の指揮監督下にある時間の事。実作業時間に関わらず、手間時間や準備・引き継ぎ時間や残務整理時間も含まれる。

・始業時間とは→施設で定めている時間、または実際に仕事を始めた時間をいう

・就業時刻とは→仕事をする時間。または、終わった時間。

(考察)

　　　各企業から休日についての調査をもとに講義が進められた。休暇とは、仕事と生活のワークバラスをとり、調和を保つものであり、休暇をしないと長時間労働となり健康障害に陥りやすいと話がありました。また、年次有給休暇では、休暇の権利だけ主張する労働者が多いが、本来の趣旨としては、法人の役に立つために使うのが年次有給休暇であり、今一度全職員に理解してもらう必要があるとの説明をうけ、改めて年次有給休暇の意味を考えさせられました。

◎講義3「介護事業所における防災についての理解」　　　　　　　講師　青森地域広域消防事務組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防本部予防課査察指導チーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主幹　久保田　守昭　氏

防火管理とは…火災の発生を未然に防止し、かつ万一火災が発生した場合でもその被害を最小限にとどめるため、必要な万全の対策を立て実践すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇓

【自らのところは、自らが守る】

防火管理上の不適切な状態(例)

・避難階段の不用物品・避難口誘導灯の点灯不良…避難障害

・消火器の紛失…初期消火困難

・不用物品の放置、火災報知設備のベル停止、電気器具の不適切使用、たばこ吸い殻…火災危険

(考察)

　南山では、年2回ほど避難訓練を実施し、防災に対する意識は高まっていると思います。しかし、管理上の不適切な対応では、避難口誘導灯の点検など怠っている部分があるため、再度確認をする必要があります。そして、もし火災が発生した場合、焦らず落ち着いて利用者を避難誘導できるよう日々、防災については意識をもち検討を重ねていきたいと思います。

◎講義4「地域密着型サービスの取り組みについて」　　　　　　　講師 社会福祉法人同伸会理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 特別養護老人ホーム瑞光苑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩淵　惣二　氏

オレンジプラン「今後の認知症施策推進5か年計画」Ｈ24・8・24

認知症高齢者の現状(65歳以上の高齢者人口2,874万人)


介護保険制度を利用している認知症高齢者

(日常生活自立度Ⅱ以上)　　　　　　　　　　約280万人

日常生活自立度Ⅰまたは要介護

認定を受けていない人

正常と認知症の中間


健常者
約2,054万人


(考察)

　地域密着型サービスとは、超高齢社会を迎え、認知症高齢者や独居の高齢者が見込まれるなかで、身近な地域の生活が継続できるようにするための、新しいサービスです。身近な地域でサービスが受けられるように、市町村が管轄であり、事業所の指定や指導監督をおこなっています。特に小規模多機能型居宅介護では、様々なサービス(デイサービス・ショートステイなど)を一つの施設でうける事ができ、継続しての快適な自宅生活が可能となるものであり、今後に期待していきたいです。

＜第二日目＞平成26年11月27日（木）

◎講義5「適切なサービス提供のあり方について」　　　　　　　講師　青森県認知症介護指導者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤　公一　氏

1,管理職員の役割

1 サービスを規定する要素の相互影響を見極める。

利用者ニーズ、職員の質と量、施設・設備、組織体制、財政状況。

2 職員の援助能力の把握と向上に努める。

　　　　教育、研修計画の企画・実施

3 新しいニーズに対する関心

問題提起

4 ソーシャルアクション

2,会議(ミーティングとは)

　特定の問題や課題を解決するために、関連する人々があつまり、いろいろな意見や情報交換をし、共通の理解を得ながら実行に移して実行に移していく会合をさす。

　よいミーティングとは

1 目的があること

2 参加する人に力をあたえる。参加者が決定の過程に参加していること。

3 そのグループやネットワークを強くしていくこと

4 始める前に必要なこと…　　目的の確認・参加者の把握・場所、日時の決定　・レジメ資料の用意　・どんな役割分担の想定(議長、書記、タイムキーパー、報告者)

(考察)

　この講義では、管理職の役割を具体例を交え講義を受けてきました。特にミーティング時の効果的な進めかたでは、よいミーティングから始まり、まとまらない時、時間短縮法など普段私達がミーティング開催にあたり悩む内容について改善策をあげており参考になりました。グループホームで実施する運営推進会議の趣旨・目的も再確認できました。近隣の方々との交流では、私達がツールとなり地域交流を深め、関わりを大切にする事が地域に開かれたサービスとなり、サービスの質の確保に繋がる事を学びました。

生活の質の向上に繋がり、その為には、私達の施設活動を多くの近隣の方々に伝え交流を沢山もつ事が大切であり、

◎講義6「介護事業所におけるリスクマネージメント」　　　　講師　青森県認知症介護指導者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高原　弘美　氏

1,リスクマネジメントとは

1� リスクに関して、組織を指導し管理する調整された活動

　②利用者の安全を最大の目的とした上で、サービスの質の向上と利用者満足度の向上をめざす活動。

2,リスクをマネジメントする。

　(危険)　　　　(管理)

①起きてしまった損害をできるだけ小さくすること→ダメージコントロール

　②過去にあった危険の情報を集め、原因に対処するための予防の計画

(考察)

　リスクマネジメントでは、日々の業務の中で、様々な場面にリスクが存在し、それにあたる確率を考え業務にあたる事が大切との事でした。これからは、常にリスクに対する予防策を考え、事故の起こった時でも最小化できる努力をし、利用者様の安全を最大の眼目とした上でサービスの質の向上を図っていきたいと思います。

【
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早期対応で認知症が食い止められる。





　 約160万人


約380万人





今のうちに予防








